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パイロット信号付き 2 相PSK通信方式を提案し， フェージング干渉環境下における誤り率を導出す
ることにより，他方式に比べての優位性を理論的に明らかにしている。
以上のように，本論文は電波干渉の存在する環境下におけるフェージング信号の検出特性解析のため
の新しい手法を考案すると共に， フェージングや干渉波が信号検出に及ぼす影響を明らかにしたもので，
通信工学，特にレーダならびに通信方式の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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